
東京都市町村社会教育委員連絡協議会役員輪番表 

 

 

年度 会 長  副 会 長  会  計 会 計 監 査 

３０ 武 蔵 野 市 三 鷹 市 青 梅 市 武 蔵 野 市 狛 江 市 東 大 和 市 

元 三 鷹 市 青 梅 市 府 中 市 三 鷹 市 清 瀬 市 東久留米市 

２ 青 梅 市 府 中 市 昭 島 市 青 梅 市 武蔵村山市 多 摩 市 

３ 府 中 市 昭 島 市 調 布 市 府 中 市 稲 城 市 羽 村 市 

４ 昭 島 市 調 布 市 町 田 市 昭 島 市 あきる野市 西 東 京 市 

５ 調 布 市 町 田 市 小 金 井 市 調 布 市 瑞 穂 町 日 の 出 町 

６ 町 田 市 小 金 井 市 小 平 市 町 田 市 奥 多 摩 町 八 王 子 市 

７ 小 金 井 市 小 平 市 日 野 市 小 金 井 市 立 川 市 武 蔵 野 市 

８ 小 平 市 日 野 市 東 村 山 市 小 平 市 三 鷹 市 青 梅 市 

９ 日 野 市 東 村 山 市 国 分 寺 市 日 野 市 府 中 市 昭 島 市 

１０ 東 村 山 市 国 分 寺 市 国 立 市 東 村 山 市 調 布 市 町 田 市 

１１ 国 分 寺 市 国 立 市 福 生 市 国 分 寺 市 小 金 井 市 小 平 市 

１２ 国 立 市 福 生 市 狛 江 市 国 立 市 日 野 市 東 村 山 市 

１３ 福 生 市 狛 江 市 東 大 和 市 福 生 市 国 分 寺 市 国 立 市 

 

 

※ 会計監査については、会長市が会計監査とならないように、輪番が変更しています。 

 

〈 輪番について 〉 

ア 市町制施行順とする。 

イ  平成６年度から副会長を２年間務めた市が会長市となる。 

ウ 町が輪番の時は、副会長を１年務める。この場合副会長は市と町で務め、市は翌年会長市

になる。 

第２回役員・拡大役員会/第 1回理事会 

（令和 5.7.11） 
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都市社連協ブロック編成、役員及びブロック幹事一覧

市 町 名 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13

青 梅 市 監査 ○

福 生 市 〇 〇副会長 副会長 会長

羽 村 市 ○ 〇

あ きる 野市 監査 〇 〇

瑞 穂 町 監査 ○

奥 多 摩 町 監査 ○

日 の 出 町 監査 ○

立 川 市 〇 監査 ○

昭 島 市 会長 〇 監査 〇

国 分 寺 市 ○ 副会長 副会長 会長 〇 監査

国 立 市 ○ 副会長 副会長 会長 〇監査

東 大 和 市 〇 副会長

武 蔵村 山市 〇

八 王 子 市 〇 監査 〇

町 田 市 副会長 副会長 会長 ○ 監査 〇

日 野 市 〇 副会長 副会長 会長 〇 監査

稲 城 市 〇 〇

多 摩 市 ○ 〇

小 平 市 〇 副会長 副会長 会長 ○ 監査

東 村 山 市 ○副会長 副会長 会長 監査 〇

西 東 京 市 監査 ○ 〇

清 瀬 市 ○ 〇

東 久留 米市 〇 〇

武 蔵 野 市 〇 監査 〇

三 鷹 市 〇 監査 〇

府 中 市 ○ 監査 〇

調 布 市 副会長 会長 ○ 監査 〇

小 金 井 市 副会長 副会長 会長 ○ 監査

狛 江 市 ○ 副会長 副会長

※会長担当市は会計も併せて担当します。

※「○」はブロック幹事市です。
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令和５年度 東京都市町村社会教育委員連絡協議会役員会等事業日程表 

（参考）第 54回関東甲信越静社会教育研究大会（栃木大会）  令和５年１１月２１日（火）から２２日（水）まで 会場：宇都宮市（未定） 

第 65回全国社会教育研究大会（宮崎大会）      令和５年１１月８日（水）から１０日（金）まで  宮崎市民文化ホール（予定） 

役員会 

（会長・副会長・会計） 

拡大役員会 

（役員＋ブロック幹事） 
理事会 総会・交流大会等 

第１回 

令和５年５月１６日（火） 

文化会館たづくり１００１学習室 

午後１時３０分～ 

  定期総会 

令和５年４月１５日（土） 

R４年度会長市昭島市 

午後１時～ 

第２回 

令和５年７月１１日（火） 

文化会館たづくり映像シアター 

午後１時３０分～ 

第１回 

令和５年７月１１日（火） 

文化会館たづくり映像シアター 

午後３時～ 

  

第３回 

令和５年１０月１７日（火） 

調布市教育会館 ３０１研修室・３０２研修室 

午後１時３０分～（予定） 

    

第４回 

令和６年１月２３日（火） 

調布市教育会館 

３０１研修室・３０２研修

室 

午後１時３０分～（予定） 

   交流大会 

令和５年１２月９日（土） 

文化会館たづくり 

くすのきホール 

午後（予定） 

第５回 

令和６年２月１３日（火） 

文化会館たづくり 

映像シアター（予定） 

午後１時３０分～（予定） 

 第２回 

令和６年２月１３日（火） 

文化会館たづくり映像シアター 

午後３時～（予定） 

令和 6年度 

定期総会 

令和６年４月２０日（土） 

文化会館たづくり 

くすのきホール 

午後（予定） 

第２回役員・拡大役員会/第 1回理事会 
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令和５年度 

東京都市町村社会教育委員連絡協議会ブロック研修会実施計画（案） 

 

統一テーマ 「学びが広がり、人がつながり、みんなの願いでつくるまち」 

 

ブ

ロ 

ッ

ク 

幹 事 開催日時 場 所 

研 修 テ ー マ 

 

内 容 

派遣 

役員 

１ あきる野市 
11月 4日（土） 

午後 2時～4時 

あきる野市役所 

5階  

503～505会議室 

【テーマ】 

ふるさとを紡ぎ、世代がつなが

り、学びが広がるあきる野市 

【内容】 

（１）あきる野市の紹介 

（２）事例発表 

（３）パネルディスカッション 

（４）質疑応答 

（５）講評 

未定 

２ 昭島市 

10月 21日（土） 

午後１時～4時 

 

アキシマエンシス

校舎棟  

202～205会議室 

【テーマ】 

 今年度統一テーマに即した内容

で検討中 

【内容】 

・講演 

・ワークショップ 

未定 

３ 八王子市 11月 4日（土）午前 

八王子市生涯学習

センター（クリエ

イトホール） 

 5階ホール 

上記統一テーマに即した内容かつ

【生涯学習、地域づくり】等を基本

テーマとした講演を 1時間程度で

検討中 

未定 

４ 東久留米市 
10月 6日（金） 

午後 2時～4時 30分 

東久留米市立生涯

学習センター 

【テーマ】 

地域資源を活用した協働活動の実

情と地域をつなげる人材について 

【内容】 

・事例発表 

・講演 

・グループワーク 

未定 

５ 三鷹市 11月 11日（土）午後 

三鷹産業プラザ 

７階 

701、702会議室 

未定 未定 

※派遣役員については、日程が出揃い次第、正副会長市で調整します。 
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令和５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会 

交流大会・社会教育委員研修会 実施要項（案） 

 

日 時：令和５年１２月９日（土）午後１時３０分～(受付午後１時００分から) 

場 所：調布市文化会館たづくり くすのきホール 

（調布市小島町２－３３－１） 

主 催：東京都市町村社会教育委員連絡協議会 

 

13:30 交流大会 

■第 1部 式典（20分） 

開  会 都市社連協副会長 吉田 和夫 （町田市） 

  

あいさつ 都市社連協会長  篠﨑 光正 （調布市） 

  

来賓祝辞  東京都調布市教育委員会教育長 大和田 正治 氏 

（一社）全国社会教育委員連合（予定） 

13:50 ■第２部 各ブロック研修会実施報告（55分）※質疑応答含む 

第１ブロック幹事 あきる野市 

第２ブロック幹事 昭島市 

第３ブロック幹事 八王子市 

第４ブロック幹事 東久留米市 

第５ブロック幹事 三鷹市 

※今年度の統一テーマを受け実施された各ブロック研修会の内容報告。 

全体で議論したい課題や問題意識などがあればあわせて報告。 

14:45 休憩（15分） 

15:00 ■第３部 社会教育委員研修会（85分） 

○「調布市社会教育計画について」（仮） 

講師 鈴木 眞理（青山学院大学名誉教授） 

内容 

・登壇者（講師，調布市社会教育委員代表者）及びフロアを含めたパネルデ

ィスカッション 

・講師による講評等 

16:25 

 

16：30 

来賓祝辞  東京都教育庁地域教育支援部生涯学習課（予定） 

 

閉会 都市社連協副会長 柴田 彩千子 （小金井市） 

 

 

第２回役員会・拡大役員会/第 1回理事会 
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懇親会 

場 所：Cafe＆Bar Pallas(カフェ＆バー パラス) 

   （調布市小島町２－３３－１ 調布市文化会館たづくり１Ｆ） 

費 用：懇親会出席希望者による会費制 

16：30 交流大会 閉会 

 休憩・移動 

17：00 懇親会 

あいさつ 都市社連協会長  篠﨑 光正（調布市） 

乾  杯 ブロック幹事市代表者（未定） 

19：00 閉  会 都市社連協副会長 吉田 和夫 （町田市） 
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１ 研究主題 

  今、改めて考える「ふれあい」をとおしたつながりづくり・地域づくり 

～ウェルビーイングの実現に向けた社会教育委員の役割～ 

 

２ 開催趣旨 

現在、グローバル化や情報化、少子高齢化など社会の急激な変化に伴い、多文化共生社会

の形成や「Society5.0」の実現に向けた未来技術の活用など、多様化・複雑化する諸課題へ

の対応が求められています。さらに、新型コロナウイルス感染症は、地域社会における人と

人との関係性や地域コミュニティに大きな変化をもたらしました。ポストコロナ期における

新たな学びの在り方を考えるうえで、一人一人の多様な幸せであるとともに社会全体の幸せ

でもあるウェルビーイング（Well-being）の理念の実現を目指すことが重要です。 

栃木県では、幅広い年代の人々との交流活動や体験活動、学習活動を「ふれあい学習」と

称し、心豊かな青少年の育成や地域で子どもを育む環境づくりを進めています。新型コロナ

ウイルス感染症の影響を乗り越え、地域コミュニティを再構築していくためにも、人と人と

の「ふれあい」の価値を再確認し、学びの場を通じて地域住民の「つながり」をつくり、ウ

ェルビーイングを実現するための具体的方策を皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

 

３ 期 日  令和５年 11 月 21 日（火）～ 22 日（水） 

 

４ 会 場  栃木県宇都宮市内 ２会場 

・栃木県総合文化センター （〒320-0033 栃木県宇都宮市本町１−８） 

・ホテルニューイタヤ   （〒320-0811 栃木県宇都宮市大通り２-４-６） 

【１日目】全体会 栃木県総合文化センター メインホール 

        【２日目】分科会  

第１分科会 栃木県総合文化センター  サブホール 

第２分科会 同上           特別会議室 

第３分科会 同上            第１会議室 

第４分科会 ホテルニューイタヤ     天平の間 

第５分科会 同上            同上 

 

５ 参加費   ３，５００円（参加資料代等） 

 

６ 主 催  一般社団法人全国社会教育委員連合、関東甲信越静社会教育委員連絡協議会、 

      第 54 回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会実行委員会、 

      栃木県社会教育委員協議会 

 

７ 後 援    栃木県、宇都宮市、栃木県教育委員会、栃木県市長会、栃木県町村会、 

栃木県市町村教育委員会連合会、栃木県社会教育振興協議会、 

栃木県公民館連絡協議会 

 

第 54 回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会 

令和５年度栃木県社会教育委員協議会研修会 

開 催 要 項 （案） 



８ 参加対象    関東甲信越静各都県・政令指定都市・区市町村の社会教育委員、社会教育 

担当職員及び社会教育関係者、生涯学習・社会教育に関心のある方 等 

 

９ 日程 

 
 

10 大会内容 

【１１月 21 日（火）】 （全体会） 

11：30～       受付 

12：00～12：20 歓迎アトラクション    白鷗大学ハンドベル部 

12：30～13：00 開会行事 

13：10～14：30 記念講演 

演題：「未定」 

講師：作新学院高等学校教諭 小針崇宏 氏 

14：40～16：00 シンポジウム 

テーマ「今、改めて考える「ふれあい」をとおした 

つながりづくり・地域づくり」 

～ウェルビーイングの実現に向けた社会教育委員の役割～ 

[コーディネーター] 

中村 祐司 氏 （宇都宮大学地域デザイン科学部教授） 

[パネリスト] 

生井  泉  氏 （親学習チーム日光代表）【案】 

菊地 孝行 氏 （大田原市地域学校協働活動推進員）【案】 

         浜野 将行 氏 （一般社団法人えんがお代表理事） 

            井上 昌幸 氏 （栃木県総合教育センター生涯学習部長） 

16：00～16：20 閉会行事 

 

 

 

情報交換会

10:00 11:00 11:30 12:30 16:20 18:00

記念講演 シンポジウム

閉
会
行
事

受付
※12:00～12:20

アトラクション

13:00
　　13:10

12:30

16:00    14:30
         14:40

移
動

第１日目
11月21日（火）
【全体会】

第２日目
11月22日（水）
【分科会】

開
会
行
事

受
付

分科会
（分科会ごとに閉会）

9:20 10:00



【１１月 22 日（水）】 （分科会）  10：00～12：30（受付 9:20～） 

＜第１分科会＞ テーマ：ウェルビーイングの実現に向けた社会教育の取組 

           助言者：帝京大学地域経済学部教授  山口 泰史 氏 

 【神奈川県横浜市】 

小野寺 紀子 氏（横浜市教育委員会事務局生涯学習文化財課長） 

「第 33 期横浜市社会教育委員会議提言 

～視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）」に基づく取組の方向性について～」 

◇誰もが読書をできる社会を目指して「視覚障者等の読書環境の整備の推進に関する法律（以下、読書バリアフ

リー法）」が令和元年に成立しました。横浜市社会教育委員会議では、「読書バリアフリー法に基づく取組の方

向性について」をテーマに、協議が行われ、令和５年２月に提言がまとめられました。本提言、及び本市の読

書バリアフリーの取組状況について事例発表します。 

【栃木県佐野市】 

●● ●● 氏（○○○○○） 

「佐野市第三のグルメ－佐野黒から揚げ誕生の秘話と現在の活動発表－」 

◇子供たちにとって、ママは欠かせない存在！でも佐野市のパパたちは、知恵とパワーを結集して、パパたちだ

って何かできるはず！と、未来の子供たちに向けて地域の魅力を再発見し、地域のつながりづくりを目指して

新たな地域商品を創り出す！パパプロ e 街佐野奉行所はそんなビジョンをもった、未来のためのプロジェク

ト！現在の活動内容も併せて発表します。 

＜第２分科会＞ テーマ：子ども・若者が地域課題解決に取り組む機会の充実 

           助言者：宇都宮共和大学シティライフ学部教授  陣内 雄次 氏 

 【埼玉県白岡市】 

野口 英夫 氏（埼玉県白岡市社会教育委員の会議社会教育委員・「町ぐるみん白岡」会長） 

「町ぐるみん白岡の活動について」 
◇子どもたちの健全な成長の支援や地域の教育・子育て関係団体の連絡調整役となって活動の活性化を支援し

たり、子育て中の親へ学習機会を提供したりしながら、家庭・地域・学校などの関係の円滑化を図っている「町

ぐるみん白岡」の活動を紹介します。 

【栃木県栃木市】 

荒川 里子 氏（栃木市社会教育委員会議委員） 

「地域ぐるみで子どもたちの「生きる力」を育む教育システムの推進」 

◇学校・地域・家庭の連携による「とちぎ未来アシストネット事業」として、市民が学んだ成果を地域や地域の

児童・生徒に還元する取組みが行われ、児童・生徒は地域の行事やイベントに参加し、地域貢献活動を行う双

方向の取組みも進めています。 

＜第３分科会＞ テーマ：子ども・若者が地域課題解決に取り組む機会の充実 

           助言者：作新学院女子短期大学部教授  青木 章彦 氏 

 【神奈川県愛川町】 

萩原 庸元 氏（愛川町社会教育委員会議長） 

「愛川町を愛する～ふるさと愛川の豊かさと愛着を感じる社会教育の振興をめざして～」 

◇「人のつながり」：愛川町を愛する人材を育成するという理念のもと、これまでの事例をまとめて紹介し、地

域総ぐるみで子どもたちを育てる体制づくりをさらに進める。 

「文化の継承」：愛川町の歴史やよさを子どもたちや町内外の方に伝えていこうと、調べたことを紙芝居やス

ライドにまとめて発信する。 
【栃木県宇都宮市】 

遠藤 敦子 氏（宇都宮市清原生涯学習センター専任） 

「清原の魅力を発信しよう!! ～わがまち 清原を知ろう～」 
◇ＬＲＴ開通を見据え，地区内における観光振興を図るため，地域住民が地域の歴史・伝統・民話・農業など地

域資源を幅広く学び，清原の魅力を発信できる人材育成を図る講座を開催した。 
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＜第４分科会＞ テーマ：地域資源を生かす社会教育の取組（案） 

           助言者：未定 

 【千葉県（富津市）】 

髙橋 栄二 氏（富津市社会教育委員会議委員長） 

「図書館のない市に図書館ができた！～公民館カフェから飛び出す市民との協働～」 

◇令和３年に市制施行 50 周年を迎えた富津市は「図書館のない市」としても有名であった。「まず今ある公民館

図書室を十分に活用しよう」という社会教育委員の提言から動き始めたちょうどそのとき、「図書室を整理さ

せてください」という子育て世代の市民の声が。これをきっかけにできた市民グループとの協働は、平成 30

年度「ちばコラボ大賞」を受賞。そんな市民の熱もあり、ついに令和５年４月、市立図書館が開館した。 

【栃木県高根沢町】 

●● ●● 氏（○○○○○） 

◇ 

 

＜第５分科会＞ テーマ：「命を守る」社会教育 

           助言者：宇都宮大学地域デザイン科学部准教授 石井 大一朗 氏 

 【静岡県(裾野市)】 

小田 圭介 氏（裾野市社会教育委員会社会教育委員） 

「抱え込まない社会教育～多様な主体による関わりで隙間を埋める～」 

◇東地区おやじの会による「何にもしない合宿（月に一度、100 人規模のお泊り会）」や、「体育館”解”放（た

だ体育館を貸し切って開放するだけの場）」、消防東分団による「消防団クラブ（消防団員による多種目スポー

ツ教室）」など、地域の中で多様に人と人を繋げその関係を日常化していく実際の事例を紹介しながら大切に

している視点をお伝えします。 

【栃木県真岡市】 

横山 充 氏（真岡市社会教育委員会議社会教育委員長） 

飯野 滋生 氏（NPO 法人ま・わ・た代表） 

成田 雪子 氏（NPO 法人ま・わ・た 多機能型事業所 そらまめ所長） 

「家庭と地域とのつながり（多様な主体との連携・協働による活動の充実）」 

◇NPO 法人ま・わ・た は、真岡市民活動推進センターの指定管理者であり、フードバンク、地域食堂の運営、

図書館プロジェクトのサポートなどを行っています。また、各種活動において、小中学校、こども家庭総合支

援拠点、図書館、同地域の NPO 法人など、行政を含めた多様な主体と協働し、交流活動を通した、つながりづ

くり・地域づくりに貢献しています。 

また、真岡市社会教育委員会議では、その活動の報告を受け、各団体との連携を図っています。 
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